
　11月から公共施設予約システムがリニューアルし、令和4年2月以降の施設利用分からの予約手続
きが変わります。公共施設予約システムを利用するには、事前に登録が必要となりますので、あらかじ
め笠松中央公民館・松枝公民館・総合会館で手続きを行ってください（テニスコートや卓球場を個人
使用される場合も同様に事前手続きが必要です）。 
※抽選申込みを利用される方は、事前に登録をお願います。 
※登録には手数料が必要となります。毎年更新：新規1,500円/年（更新の場合は1,200円/年） 
※大会・公式試合・地域活動行事は、抽選予約開始日までに、別途調整し確定します。 
※笠松中央公民館・松枝公民館・下羽栗会館も抽選申込みの対象となります。 
※登録のない方は、1か月前の初日から利用申請できます。 

登録要件 
①町内に在住、在勤または在学している者 
②6人以上の①を満たす方で構成され、その代表者を町内在住者などとする団体 
対象施設 

1.笠松中央公民館 2.松枝公民館 3.下羽栗会館 4.町民体育館 
5.南体育館 6.町民運動場 7.勤労青少年運動場 8.緑地公園内運動場 
9.米野運動場 10.江川運動場 11.運動公園内運動場 12.緑地公園内テニスコート 
13.総合会館 14.スポーツ交流館 15.学校開放施設 

対象日時　施設ごとの利用できる全ての日・時間帯（平日・夜間も含む） 
予約の流れ　≪2月に施設を利用する場合の例≫ 

※注1　抽選予約は、利用月の2か月前の月末（毎月30日、ただし12月は28日までに使用料の支払い手
続きをされなかった場合、予約自体が無効となります。 

※注2　使用料の支払いをしていなくて、予約のみの場合についてもキャンセル料がかかります。 
c笠松中央公民館　蕁388‐3231

令和3年12月　抽選日は16日 
（施設利用の2か月前） 

抽選予約 

一般予約 

未登録 

抽選申込 
1～5日文化協会、 
スポーツ協会など 
加盟登録団体 
6～15日登録団体 

16日午前10時～ 
・結果通知メール 
・使用料の支払い 
（この月の月末まで
※注1） 
12月16日正午～施設利用日の前日まで 
・「一般予約申込」登録された者、団体 

令和4年1月 
（施設利用の1か月前） 

令和4年1月4日～前日まで 

令和4年2月 
施設利用月 

・利用日の7日前までに、予約・
申請のキャンセルを行われ
ない場合、利用の有無に関
わらずキャンセル料が発生
します。（天候不順等を除く。）
※注2 
6日前～2日前：使用料の50% 
前日以降：使用料の100%

「公共施設予約システム」が変わります！ 

 　1月から12月までの1年間のすべての所得をもとに税額が決定する所得税と町県民税（個人住
民税）。例年、お問い合わせが多い配偶者控除とふるさと納税（寄附金控除）のワンストップ特例に
ついてお答えします。 

配偶者にパート収入がある場合の配偶者控除はどうなりますか？ 

配偶者控除とふるさと納税に関するQ＆A

Q

　パート収入は、通常、給与所得となります。パート年収から給与所得控除
（パート収入が161万9千円未満の人は55万円）と基礎控除（48万円）など
の所得控除を差し引いた残額に税金がかかります。 

A

ふるさと納税のワンストップ特例について教えてください。 Q

　ふるさと納税は、「納税」と名前がついていますが、実際には税ではなく都道府県や市区町
村への寄附のことをいいます。生まれ育ったふるさとや自分の意志で応援したい自治体に寄
附を行い、その寄附額から自己負担額2,000円を除いた全額（上限があります）が所得税と住
民税（ワンストップ特例申請をした場合は住民税のみ）から控除される制度です。 

　ワンストップ特例制度とは、確定申告が不要な給与所得者などが対象で申告をしなくても控
除が受けられる仕組みです。特例申請を行うと、所得税から控除される分も含めて住民税か
ら控除されます。 
　ただし、寄附先が5自治体以内であること、確定申告（医療費控除、住宅ローン控除など）や
住民税申告をしないことが条件となります。この条件から外れた場合は特例申請は無効となり
ますのでご注意ください。無効となった場合は、改めて寄附金控除も含めて確定申告などを
行ってください。 

寄附の目安が知りたい方は・・・ 
　町ホームページ「町民税・県民税の税額試算・申告書作成コーナー」
では、システムを使ってご自分の税額やふるさと納税の寄附金額の目
安などを試算することができますので、ぜひご利用ください。 

c税務課　蕁388‐1112

A

パート収入にかかる税金と配偶者（特別）控除の関係 

【例】夫に課税される所得があり、妻の収入がパート収入のみの場合 

妻のパート年収 

93万円以下 
93万円超103万円以下 

103万円超150万円以下 

150万円超 
201万6千円以下 
201万6千円超 

パート収入に 
所得税が 

かからない 

かかる場合がある 

町県民（住民）税が 
かからない 

かかる場合がある 

配偶者控除が 

受けられる 
（38万円控除） 

受けられない 

配偶者特別控除が 

受けられない 

受けられる 
（38万円控除） 
受けられる 

（パート年収に応じて段階的に） 
受けられない 

※ただし、夫の合計所得額が900万円（給与収入で1,095万円）を超えると、控除を受けられる金額
が変わります。また、1,000万円（給与収入で1,195万円）を超えると控除は受けられません。 

妻 夫 

第６８号　令和２年度笠松町下水道事業会計決算認定 
収益的収入 ５２４,５５１,５３７円 
収益的支出 ６３２,２２６,７４５円 
差　引　額 △１０７,６７５,２０８円 
 
資本的収入 ７９０,８１３,０００円 
資本的支出 ８２８,３８４,１０９円 
差　引　額 △３７,５７１,１０９円 

（第６３号から第６８号までは、４～８ページ参照） 
 
第６９号　コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方

税財源の充実を求める意見書※ 
第７０号　こども庁の設置を求める意見書※ 
※意見書とは：国などに提出し、その実現を求めるものです。 

第７１号　令和３年度笠松町一般会計補正予算（第４号） 
補正額 ８,００９,０００円 
補正後歳入歳出予算額 ７,４１０,４５９,０００円 
［主な補正内容］ 
・西宮町町内会から要望があった地区集会所の改修補
助金を計上 
・篤志者からの寄附を社会福祉基金に積み立てるため、
積立金を増額 
・介護施設における防災などを目的とした改修事業に対
し、国の補助の内示があったことにより補助金を計上 

［全て可決］ 
【報告】 
・令和２年度笠松町財政健全化判断比率の報告（７ページ参照） 
・令和２年度笠松町資金不足比率の報告（７ページ参照） 
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